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　甚大な被害をもたらした 3・11東日本大震災か
ら 2カ月余が過ぎました。まだ予断を許さない原
発事故の処理，被災者の方々の生活再建，夏に向
けての電力不足対策…と課題は山積，余震や放射
能汚染の拡大，梅雨・台風の被害がこれ以上重な
らないよう祈るばかりです。時として復興の道程
の厳しさに心のすくむ思いも致しますが，医療，
医学研究・教育の現場に停滞は許されません。被
災者の皆さんの一日も早い物心両面での復旧を願
いながら，日々の業務に邁進しなければと改めて
考えています。
　本号には総説 1編，症例 2編，研究紹介 1編，
千葉医学会例会抄録，そして 9月 8日に開催され
る「第87回千葉医学会学術大会」のお知らせが掲
載されています。
　総説は橋本光宏先生らによる「高齢者頸髄症の
病態と治療」で，高齢者頸髄症は超高齢化社会を
迎えたわが国の注目すべき疾患の一つであるこ
と，単純な脊柱管径の狭窄でなく，加齢によって
おこる椎体すべりを伴う動的な脊髄圧迫によりお
こる疾患であること，またその治療法について詳
細に解説されています。症例は木下弘壽先生らの
「エアーガン（圧搾空気）による大腸穿孔の 1例」，
葛城穣先生らによる「胸椎脊柱管内に発生した骨
軟骨腫に対し前方進入腫瘍摘出術を行った 1例」
の 2編が報告されています。また，整形外科学の
例会では62編の演題が発表されており，活発な研
究活動に敬意を表したいと思います。
　さらに研究紹介は鈴木信夫先生による「環境
影響生化学　その 3　ヒトSOS生理機能の創成」
です。“無から有を生む基礎医学研究の面白さ”
とサブタイトルにあるように，鈴木先生の40年に
亘る研究生活の核心と研究内容について，ユーモ
アを交えながら存分に筆を揮われています。研究
における，恩師や友人との出会いや異なる研究分
野の混淆，独自の発想を長く継続して研究するこ
となどの意義についても，改めて考えさせられる
一文と思います。本号は前編となっており，後編
もとても楽しみです。
　なお，冒頭に第87回千葉医学会学術大会のご案
内をさせていただきましたが，今回は眼科学の安
達惠美子先生，山本修一先生による講演ですの
で，奮って御参加いただけますよう，お願い申し
上げます。
　さて，表紙と版型をリニューアルした千葉医学
雑誌も 3号目となりましたが，会員の皆さまの手
と目に少しずつ馴染んでいただけているでしょう
か。もちろんスタイルを一新しただけでなく，内
容や企画の更なる充実を図るよう努力していく所
存です。雑誌のレベルを決めるのは，論文の質の
高さと思いますので，千葉医学雑誌にも引き続き
良い論文を投稿していただきたいと思っておりま
す。編集委員会では，Impact Factorがあるほう
がより多くの論文を投稿していただけるのでない
かと，なんとか Impact Factorを取得できるよう
にしようとの話も出ております。そのためには，
英語のみの雑誌にする，日本語の雑誌の部分と英
文の部分を分離する，Onlineで読めるようにす
るなど，様々な議論が出ております。野田編集委
員長をはじめとして，現実には山積している難題
をなんとか乗り越えようと検討中であります。
　また，本誌の一つの役割として，千葉医学会会
員の学問・診療・研究のお役にたつことが重要と
思っております。そこで，投稿欄を新設すること，
各教室からの研究・診療に関するワンポイントア
ドバイスを載せることなど，会員同士の交流を活
性化するためにはどうすれば良いか，皆さまの御
提案を頂戴できればと思いますので，どうぞ忌憚
ないご意見をお寄せいただきたいと存じます。
 （編集委員　横須賀　收）
  〔千葉医学　87：131， 2011〕 
〔 編 集 後 記 〕
